
恵みを受け取る（２）アイデンティティー  

 
1. 新しいアイデンティティーを受け取ることの重要性 

 
(１)  アイデンティティーとは 

・	 「自分は何者であるのか」という事に関する自己意識のことであり、時期や状

況によって左右されることのないもの。（心理学や社会学における定義） 
＊神無しに築くアイデンティティーは、不確かである。 

・	 神を知ることは、確かなアイデンティティーを知ることでもある。 
 

(２)  全ての信者は、「新しい人」（創造物・生命）となっている。 
「ですから、だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。

古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。」（第二コリント 5：17） 
・	 新しく創造された生命（新種の生物）ということ。 

 
(３)  このアイデンティティーの中に、神の豊かな恵みが現れている。 

・	 恵みとは、受けるに値しない者への神のご行為 
・	 放蕩息子のたとえ：「息子は父に言った。『お父さん。私は天に対して罪を犯し、

あなたの前に罪ある者です。もう、息子と呼ばれる資格はありません。』 22
ところが父親は、しもべたちに言った。『急いで一番良い衣を持って来て、こ

の子に着せなさい。手に指輪をはめ、足に履き物をはかせなさい。23そして
肥えた子牛を引いて来て屠りなさい。食べて祝おう。24この息子は、死んで
いたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかったのだから。』こうして彼

らは祝宴を始めた。」（ルカ 15：21〜24） 
 

(４)  アイデンティティーの確立無しに、使命を十分に果たす事は出来ない 
・	 ペテロとヨハネは、自分たちの境遇に臆することなく最高議会で大胆に答えた

「この方以外には、だれによっても救いはありません。天の下でこの御名のほ

かに、私たちが救われるべき名は人間に与えられていないからです。」13彼ら
はペテロとヨハネの大胆さを見、また二人が無学な普通の人であるのを知って

驚いた。」（使徒 4：12〜13） 
・	 新しく上から生まれた事を認識しないと、過去の自分を引きずる、自分を他の

人と比べる、自分の価値を見失う、ということが起こる。 
 



(５)  確立するためには、真理と同意する必要がある。 
・	 救われた後も、自分の意志によって真理を選び続ける必要がある。 
・	 たとえ恵みが与えられても、同意しないなら、受け取ることができない。 
＊てんかんの悪霊を追い出せなかった弟子たちの例 

 
2. 神の子ども 

 
(１) 計り知れない恵みによる特権 

「私たちが神の子どもと呼ばれるために、御父がどんなにすばらしい愛を与えてく

ださったかを、考えなさい。事実、私たちは神の子どもです。世が私たちを知らな

いのは、御父を知らないからです。」（Ⅰヨハネ 3:1） 
・	 十字架が無ければ、聖なる父との親子関係に入ることは不可能だった。 
＊旧約時代には、「神の子供」とは呼ばれていなかった。 

・	 万物の創造主・永遠の神が自分の父親になった、と言うとてつもない恵み。 
・	 永遠の神の子どもなので、永遠に豊かな命の中で生きる 

 
(２)  祈り：子どもは父親との親密な関係を持つ 

・	 「ですから、あなたがたはこう祈りなさい。『天にいます私たちの父よ。御名

が聖なるものとされますように。』」（マタイ 6：9） 
＊「父よ」の原語は「アバ」。実際には「パパ、父さん」と言うニュアンス。 

・	 子どもは父親の懐に大胆に飛び込んでいくことができる。 
「ですから私たちは、あわれみを受け、また恵みをいただいて、折にかなった

助けを受けるために、大胆に恵みの御座に近づこうではありませんか。」（ヘブ

ル 4：16） 
・	 美辞麗句、形式張った言い回しは不要。普段、父親に話しかけるように、天の

父に語りかける。＊もっとも、神様なので深い敬意は必要。 
 

(３)  父親の持ち物を相続する 
・	 神は万物の所有者。キリストと共に全世界を相続する正当な権利を持つ 
「子どもであるなら、相続人でもあります。私たちはキリストと、栄光をとも

に受けるために苦難をともにしているのですから、神の相続人であり、キリス

トとともに共同相続人なのです。」（ローマ 8：17） 
・	 ナイアガラの滝の持ち主の息子 
「明治時代、木村末松というキリスト伝道者がいました。内村鑑三の盟友で、

世界一周伝道旅行をした人です。１９０８（明治４１）年、彼はアメリカのバ



ッファロー市の教会に招かれた後、アメリカとカナダの国境のところにある、

ナイアガラの滝の見物に出かけます。そのとき、アメリカ人から「こんなスケ

ールの大きな滝は日本にはないだろう」と自慢されたのに対し、「いや、ナイ

アガラの滝は私のお父さんが造ったんだよ」と返したのです。たまたまその会

話を聞いていた一人に、新聞記者がいました。彼はデトロイトの新聞に、「ナ

イアガラの滝の持ち主の息子現る」という記事を載せます。それが評判になり、

アメリカの教会では「ナイアガラの持ち主の息子講演」という表題で、人々が

殺到したというのです。当時の日本は、国力においてまだまだ欧米に追いつけ

ない、小さな存在でした。しかし、木村はまったく自己卑下することなく、い

つも堂々としていたのです。」—「いのちの尊さの根拠」より引用 
 

(４)  神の家族 
「こういうわけで、あなたがたは、もはや他国人でも寄留者でもなく、聖徒たちと

同じ国の民であり、神の家族なのです。」（エペソ 2：19） 
・	 全てのクリスチャンは神の子ども、お互いに兄弟・姉妹となっている。 

 
3. 王なる祭司 

「彼らは新しい歌を歌った。「あなたは、巻物を受け取り、 封印を解くのにふさわしい
方です。 あなたは屠られて、 すべての部族、言語、民族、国民の中から、 あなたの
血によって人々を神のために贖い、10私たちの神のために、彼らを王国とし、 祭司と
されました。 彼らは地を治めるのです。」（黙示録 5：9〜10） 
 
(１)  全ての信者は新しい世における王権を約束されている。 

「この第一の復活にあずかる者は幸いな者、聖なる者である。この人々に対して、

第二の死は何の力も持っていない。彼らは神とキリストの祭司となり、キリストと

ともに千年の間、王として治める。」（黙示録 20：6） 
・	 王の王はキリスト。千年王国で神の王国の王の一人となる。 
＊ロイヤルファミリーの仲間入り。 

・	 王権は努力で獲得できるものでは無い。完全に神の恵みである。 
 

(２)  既に霊的には天上に座り、王権を帯びている 
「神はまた、キリスト・イエスにあって、私たちをともによみがえらせ、ともに天

上に座らせてくださいました。」（エペソ 2：6） 
・	 霊的な世界において、サタンの王国に権威を行使する事ができる 

 



(３)  御使いよりも上位の座につく。 
「聖徒たちが世界をさばくようになることを、あなたがたは知らないのですか。世

界があなたがたによってさばかれるのに、あなたがたには、ごく小さな事件さえも

さばく力がないのですか。3あなたがたは知らないのですか。私たちは御使いたち
をさばくようになります。それなら、日常の事柄は言うまでもないではありません

か。」（第一コリント 6：2〜3） 
・	 御使いは世界や堕天使を裁くという教えは聖書に無い。 

 
4. 参考記事 

 
 

 


